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一
伊
予
方
言
の
あ
ら
ま
し

愛
媛
県
下
の
大
部
分
は
古
く
か
ら
伊
予
の
国
と
し
て
の
政
治
、
生
活
文
化
の
単
位

を
形
造
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
単
位
内
の
生
活
的
結
び
つ
き
は
必
ず
し
も
緊
密

で
は
な
く
、
対
外
的
な
交
渉
や
接
触
も
、
(
讃
岐
、
土
佐
、
あ
る
い
は
九
州
、
中
国
地
方
と

の
)
地
域
に
よ
っ
て
事
情
を
異
に
し
て
い
た
。
内
部
的
に
も
諸
藩
の
分
立
や
生
活
圏

の
対
立
が
続
い
て
い
た
の
で
、
地
域
の
生
活
語
の
現
状
は
単
一
で
は
な
か
っ
た
。
し

た
が
っ
て
愛
媛
を
一
つ
の
方
言
区
画
と
し
、
愛
媛
な
い
し
伊
予
方
言
を
設
定
す
る
こ

と
は
む
ず
か
し
い
。
愛
媛
の
方
言
と
は
単
に
愛
媛
県
下
の
生
活
語
と
い
う
に
過
ぎ
な

ヽ

o

-
>西

部
方
言

近
畿
方
言

近
畿
方
言

四
国
方
言

阿
讃
土
方
言
(
い
わ
ゆ
る
四
国
方
言
)

洞
南
方
言
(
四
国
西
南
部
、
愛
媛
、
高
知
両
県

に
ま
た
が
る
豊
予
海
峡
に
面
す
る
地
方
)

瀬
戸
内
海
鳥
喫
方
言
(
四
国
本
土
に
近
接
す
る

数
個
の
島
を
除
い
た
内
海
の
島
々
)

一
九
八

方
言
区
画
の
上
で
は
、
普
通
愛
媛
は
高
知
・
徳
島
・
香
川
と
と
も
に
四
国
地
方
の

地
域
と
さ
れ
て
い
る
。
四
国
方
言
の
地
域
は
阿
波
・
讃
岐
・
伊
予
・
土
佐
の
大
部
分

を
さ
す
が
、
地
理
上
行
政
上
の
区
画
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
行
政
上
の
四
国

地
方
の
方
言
区
画
は
、
特
に
阿
讃
土
方
言
・
滞
南
方
言
・
瀬
戸
内
海
島
喫
方
言
と
す

る
の
が
よ
い
と
思
う
。
滑
南
方
言
は
九
州
東
北
部
と
と
も
に
乙
種
(
東
京
型
)
ア
ク
セ

ン
ト
に
属
し
、
語
法
や
語
彙
に
も
九
州
方
言
系
の
も
の
が
多
い
。

更
に
愛
媛
県
を
便
宜
上
一
区
画
と
し
て
、
そ
の
内
で
の
下
位
の
方
言
対
立
を
考
え

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
東

中

予

方

言

い
わ
ゆ
る
四
国
方
言
と
同
一
系
統
で
、
東
予
方
言
と
中
予
方

言
と
に
分
か
れ
る
。

二
、
南

予

方

言

四
国
西
南
部
方
言
は
、
高
知
県
西
南
部
と
も
共
通
で
、
九
州

方
言
と
同
一
系
ま
た
は
そ
の
変
形
で
あ
り
、
大
洲
方
言
と
宇

和
方
言
の
中
に
洞
南
方
言
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
瀬
戸
内
海
島
嘆
方
言

四
国
本
土
沿
い
の
二
、
三
の
島
を
除
い
た
島
々
の
方
言
は
、

中
国
方
言
(
山
陽
方
言
)
と
同
一
系
統
で
あ
る
。

中
予
の
内
、
小
田
町
・
中
山
町
・
広
田
村
は
、
い
ず
れ
も
肱
川
の
支
流
沿
い
の
地

域
で
あ
り
、
地
勢
上
も
喜
多
郡
に
接
近
し
て
い
る
の
で
大
洲
方
言
に
近
い
。

面
河
川
流
域
は
高
知
の
仁
淀
川
の
上
流
地
域
に
あ
た
り
、
土
佐
方
言
が
入
っ
て
い

る
と
い
え
る
。

北
陸
方
言

山
陽
方
言

山
陰
方
言

中
国
方
言



二

久
万
地
方
で
主
に
使
わ
れ
て
い
た
方
言
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小こ剛牡旧く作鵠搬諜黒 さ馳んぜっび耐の茶すると
呂 い走ざる.るか牛き力間をぐ な

り いる者 の底 
う は し板 

意 味 

る 
三五 
ロ口 
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る な し、 し、 ぼ き 

り る る 

ト ト ト ド ド ト フ‾ フ‾ T フ‾ 7‾ もテ ツ ツ ツ ツ ツ ツ ツ チ チ チ チ チ チ チ 

方 _=こ=」 

ン ワ ロ ヤ Il ン ガ ン ン ガ の(イ ヤ バ ラ ベ ヅ ェ ン ヨ ン’ ヨ ヨ ヨ ヨ 

ギ イ ク ク シ ゴ マ デ ゴ ウ )あ シ ス ユ マ ‾マ ル マ ロ チ ン ビ ク ロ 

ラ サ ラ コ シ ニ ノ の タ ル エ リ ( イ イ マ マ ツ チ マ 

ス イ カ l イ カ ア フ ル タ ン イ ト ヨ カ 

ス シ’ ア の 
) マ ク ス 

[コ 

動 形 形 動 副 名 副 形 副 名 動 名 副 動 動 動 名 副 動 形 形 名 形 副 副 動 
品 詞 

単量醤曜尻結崩小間こ が

れさぶのきしま 
周るいい飯いしずか する(つす 

ぅ 浩三∴∴∴き 
ゃ の 

ら 意 
意 味 

ヒ サヒ ヒ ヒ ハ ノ\ ハ ハ ノ ノ(ネ ネ ネ ヌ ヌ ( ‾ 
ー 

ナ ナ ナ ナ ナ ト ド ド 
方 

ヨ イチ ダ イ ソ ネ ッ 
l サ ネラ チ セ ケ ニク ギ ヤ ヤ ン’ シ ン′ ン’ ン’ ロ マ 

ロ メ ル ト イ ガ ポ メ ナ ク メム コ ル ワ サ クゾ リ ス ス ナ ロ ポ チ ト
ペ グ 

ダ ソ イ イ イ ル ナ ル イ ク ドイ イ フ ヤ タ レ 

ウ ド 
) 

イ ル 

ク 
ヽノ ⊂] 

動 形 形 名 形 名 名 名 動 馨動形動名 名 形 名 動 形 副 名 副 副 名 名 動 
品 言司 

ひ 面 ひ 一 
も た 餅 ま な 粗 に し 寝 庭 ま 憎 欲 打 た も 苗 い な お 地 と 

意 味 

よ 倒 も ろ が む く ら つ き ぬ し、 深 ち や し く ん ベ ま 

ろ な じ 日 し、 し、 し な 略 む こ せ け し、 の す か 代 ら に 酒 た ど 

つ し、 ち る い る も 人 め し、 し も し、 

く が の す た す 
し、 ら る 



ヒ

ロ

ヒ

ロ

ヒ
ン
ガ
ラ
メ

ヒ
ン
ノ
ム

フ
ス
ボ
ラ
ス

プ
チ
マ
ス

へ
コ
ダ
ス
イ

へ
ズ
ル

へ
チ
コ

へ
ラ
コ
イ

ホ
イ
ト

ボ

ケ

ボ
ケ
ナ
ス

ホ
シ
テ

ポ
イ
タ
ラ

ホ
タ
ラ

ポ
ロ
ケ
ル

ホ
ロ
ケ
サ
ク

ホ
シ
タ
ラ

マ
ギ
ル

マ
ホ
コ

マ
ツ
ポ
リ

マ
ッ
コ
ト

ミ
ゾ
ィ

ゾ
コ

ム
ク
タ
イ

ム
ツ
コ
イ

メ
ッ
ソ

メ
ソ
ド
イ

モ
ガ
ウ

動形名 形 副名 形 副 名 名 勅撰名 勅撰接接名 名 名 形名 動形動動動名 副

喚
い
た
そ
ネ
ノ
に
し

て
ネ
ノ
ろ
ネ
ノ
ろ
す
ノ
る

斜

視

の
み
こ
む

く
す
ぶ
ら
ず

打

つ

な
ま
ぬ
る
い

へ
ら
す

見
当
ち
が
い

ず
る
い

乞
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そ
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し
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そ
う
し
た
ら

そ
う
し
た
ら

落
ち
る

ま
じ
め
で
な
い
人

そ
う
し
た
ら

じ
ゃ
ま
に
な
る

ま
と
も
・
真
正
面

へ
そ
く
り

ほ
ん
と
う

短
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然

味
が
濃
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も
み
く
し
や
に
す
る

共
同
作
業

餅
を
入
れ
る
重
ね
箱

ふ
と
も
も

軽
蔑
す
る

や
け
ど

昨

夕

む
や
み
に

赤
ち
ゃ
ん

い
や
ら
し
い

あ
ま
り

む
ず
か
し
い

昨

夜

い
ろ
り

た
く
さ
ん

よ
っ
は
ら
い

寝
小
便

よ
・
も
だ
を
三
口
っ
た

れ
ノ
し
た
h
ノ
す
る

ま
じ
め
で
な
い

集

会

昨

夜

世
帯
持
ち

り
こ
う
な

ろ
く
に

ろ
く
に

理

由

故
意
に

い
た
ず
ら

い
た
ず
ら

科
学
文
化
の
進
歩
と
産
業
経
済
構
造
の
変
化
は
、
昭
和
四
〇
年
以
降
生
活
圏
を
は

じ
め
生
活
様
式
を
も
著
し
く
変
化
さ
せ
た
。
テ
レ
ビ
・
電
話
の
一
〇
〇
%
近
い
普
及

と
交
通
網
の
整
備
か
ら
通
勤
範
囲
が
拡
大
し
、
生
活
の
上
で
も
都
市
と
山
漁
村
の
格

差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
従
っ
て
言
語
の
孤
立
性
は
解
消
さ
れ
、
時
代
の
流
行

語
ま
で
即
生
活
に
入
っ
て
く
る
状
況
で
、
上
記
の
方
言
の
ほ
と
ん
ど
が
、
青
少
年
に

と
っ
て
は
ほ
ど
遠
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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